
（様式１） 

平成２８年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

０２１ 
提案機関名 かながわ農業アカデミー 

要望問題名 

作物別・作型別経済性標準指標一覧の追加 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

農業アカデミーでは学生及び就農希望者に対して営農計画書の作成等の就農支援を行っていますが、その作

成にあたり、根拠として作物別・作型別経済性標準指標一覧を参考にしています。しかし、新規就農者が希望

する作目の記載が不足しています。そこで、現在記載がなく、直売経営等に取り入れやすい品目等（ミニハク

サイ・シシトウ・オクラ・トマト雨よけ栽培、ズッキーニ、ニンニク、ブルーベリー、温州みかん、中晩柑（不

知火等）等）や、県が積極的に栽培を進めている湘南ゴールドも合わせて追加していただきたい。 

 

 

 

 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

回答機関名 農業技術センター 担当部所 企画経営部 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

 かながわの農業経営を安定強化するための調査研究 

対応の内容等 

経済性標準指標を作成するためには、試算根拠となる経営類型が必要となります。 

現在、野菜の直売を主とした経営類型を設定していないため、直売向け品目については標準指標の作成を行

っていませんが、次回の作物別・作型別経済性指標一覧の改訂（2018年）に向けて、直売型経営類型を設定し、

直売向け品目の指標作成を検討します。 

経済性の試算については、ニンニクは平成26年度に実施済み、ブルーベリー及び湘南ゴールドは、27年度に

実施しました。温州みかん及び中晩柑（不知火等）については、平成24年度策定の果樹振興計画の中で試算さ

れています。 

 ミニハクサイ、シシトウ、オクラ、トマト雨よけ栽培及びズッキーニについては、栽培面積の動向等を確認

した上で、継続して検討します。 

 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


